
日合商の基本は『協調と連帯』
日合商は昭和 52（1977）年に合板・建材を扱う流通
業界の活性化と、関係官庁に意見書が提出できる組
織として発足した歴史ある組織であり、業界唯一の
国の認可団体です。その「会勢強化」は、業界の活
性化につながるものです。また、新規会員・賛助会
員の数が増えることで関係官庁への発言力も増し、
社会的な影響力も拡大していくものと考えています。
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日合商各支部・地区支部　活動スケジュール
日程 支部・地区支部 内容 会場

3 月 6 日（水） 関　　西 懇親ゴルフ会 茨木カンツリー倶楽部

3 月 13 日（水） 東 関 東 懇親ゴルフ会 霞ヶ浦国際ゴルフコース

4 月 22 日（月） 中部日本 定期総会 名鉄グランドホテル（仮）

5 月 8 日（水） 北 海 道 定期総会 京王プラザホテル札幌

5 月 16 日（木） 関　　西 定期総会 リーガロイヤルホテル京都

【通常総会】5 月 16 日（木）
　・理事会／総会受付　12：00 ～
　・理事会　　　　　　13：00 ～
　・総　会　　　　　　14：30 ～ 16：00 
　・講演会　　　　　　16：30 ～ 17：50 
　　　講　師：広澤  克実　（ひろさわ  かつみ）氏
　　　　　　　�1984 年ドラフト 1 位でヤクルトスワローズに入団、池山隆寛との「イケトラコ

ンビ」で主砲として活躍。その後、読売ジャイアンツと阪神タイガースの両球団
で 4 番打者を務めた唯一の選手で、ロサンゼルスオリンピック野球の金メダリス
トでもあり、現在は “ 野球解説者 / スポーツコメンテーター ” として活躍中。

　　　演　題：「我が野球人生 ～リーダーシップとは～」
　・懇親会　　　　　　18：00 ～ 19：50 
　　　着座形式で京料理などをお楽しみいただけるビュッフェスタイルのパーティーです。
　　　アトラクション：宮川町　芸舞妓による祝舞
　・二次会　20：00 ～ 22：00　①ホテル内
　　　　　　　　　　　　　　　②参加人数限定オプショナルツアー
　会場：リーガロイヤルホテル京都
　　　　　〒 600-8237 京都府京都市下京区東堀川通り塩小路下ル松明町 1 番地
　　　　　TEL　075-341-1121（代表）
　　　　〈アクセス〉
　　　　・JR 京都駅から   1 階中央口より、西へ徒歩約 7 分
　　　　　　　　　　　　1 階八条口より、シャトルバスで約 5 分
　　　　
　　　　・関西国際空港から  JR 関空特急はるかで、京都駅まで約 75 分
　　　　・大阪国際空港（伊丹空港）から  空港リムジンバスで、京都駅まで約 55 分
　　　　・名神高速道路 京都南 IC から　北へ約 10 分
　　　　・阪神高速道路 8 号京都線 上鳥羽出入口から　北へ約 10 分

【エクスカーション】5 月 17 日（金）
　〈ゴルフコース〉
　　茨木カンツリー倶楽部にて（20 組 80 名 先着順）
　　設立 100 周年を迎える関西名門ゴルフコースでのプレーを楽しんでいただきます。
　〈観光コース〉
　　「世界文化遺産 醍醐寺特別拝観」と「龍馬と幕末の史跡巡り」（定員 40 名 先着順）
　　�開山 1150 年を迎える世界文化遺産の醍醐寺では、通常は一般非公開のところをご案内。
　　ご昼食は、伏見の老舗料亭で京料理を味わっていただきます。
　　※�観光コースは、醍醐寺の境内をはじめ徒歩での散策が多くなりますので、歩きやすい服装・

靴でご参加ください。

2023 年度
第三回理事会並びに

第二回合板需給懇談会 開催のご案内
2024 年 3 月 26 日（火）

2023 年度第三回理事会並びに第二回合板需給懇談会を
下記要領にて開催します。

日本合板商業組合　理事長　足立 建一郎

1. 第三回理事会
　・開催時間　13：30 ～ 14：30
　・開催場所　LEVEL XXI（Twenty-One）  東京會舘 「スタールーム」
　・議事事項
　　　① 2023 年度下期事業報告及び決算見込みの件
　　　② 2024 年度事業計画（案）及び予算（案）の件
　　　③任期満了に伴う総代及び役員改選の件
　　　④第 45 回及び第 46 回通常総会（総代会）の件
　　　⑤会勢強化の件
　　　⑥会勢強化に向けた福利厚生制度（損害保険）取扱いの件
　　　⑦その他
　・報告事項
　　　① 2023 年度要望（陳情）活動について

2. 第二回合板需給懇談会
　・開催時間　14：45 ～ 16：45
　・開催場所　LEVEL XXI（Twenty-One）  東京會舘 「スタールーム」
　・議　　題
　　　①林野の行政活動について
　　　②国内合板の供給動向について
　　　③国内各地の需要動向について
　　　④その他（質疑応答）

3. 懇親会
　・開催時間　17：00 ～ 18：30

日本合板商業組合 第45 回通常総会 in 京都
2024 年（令和 6 年）5 月 16 日（木）～ 17 日（金）

会員の皆様のご参加を心よりお待ちしております。

シャトルバス
乗り場は
こちらから



※東京都ベニヤ板問屋協同組合、日本合板商業組合「市況通信」より
（注）1 車単位（10 トン）問屋売り価格・90 日手形（JAS 製品）（円）

2.3㎜ T2

4.0㎜  〃

5.5㎜  〃

9.0㎜  〃

12.0㎜  〃

ラワン JAS
F ☆☆☆☆

針葉樹
構造用

輸入・型枠用
輸入・構造用

F ☆☆☆☆  12㎜ C-D

F ☆☆☆☆ 24㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 28㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 9㎜  3×10

12㎜ JAS 製品

F☆☆☆☆12㎜ JAS 製品

品　　目

樹をテクノロジーする会社です樹をテクノロジーする会社です

https://www.key-tec.co.jp

地球環境に優しいものづくり

　　　　国産合板をお届けします。

地球環境に優しいものづくり

　　　　国産合板をお届けします。

7 月  報告

■令和 5 年度 第 4 回　経営者の住宅景況感調査集計結果

総戸数 持　家 分譲住宅 賃貸住宅 給与住宅

令和 3 年度実績 86.5 28.1 24.8 33.0 0.5

令和 4 年度実績 86.0 24.8 25.9 34.7 0.5

令和 5 年度予測 84.9 24.5 25.3 34.5 0.5

令和 5 年度予測

A 社 83.0 23.5 24.0 34.0 0.5

B 社 85.0 25.0 25.0 34.0 0.5

C 社 81.0 22.0 24.0 34.5 0.5

D 社 83.4 24.0 24.8 34.0 0.6

E 社 80.5 23.0 22.9 34.1 0.5

F 社 85.5 24.5 25.0 35.5 0.5

G 社 85.6 25.2 24.9 35.4 0.4

H 社 81.4 22.3 23.9 34.7 0.5

L 社 84.0 23.5 25.5 34.5 0.5

M 社 80.0 22.5 23.0 34.0 0.5

N 社 83.0 23.5 25.0 34.0 0.5

Q 社 80.2 21.8 23.8 34.0 0.5

R 社 86.5 25.0 26.0 36.0 0.5

S 社 84.0 24.5 25.0 34.0 0.5

平均 83.1 23.6 24.5 34.3 0.5

【単位：万戸】

■令和 5 年度の
　新設住宅着工総戸数の予測アンケート結果

回答数 14 社

住団連　経営者の住宅景況感調査（令和 5 年度 第 4 回）報告より  

調査時期
令和 6 年 1 月中旬

調査対象
住団連会員企業及び住団連会
員団体の会員企業の経営者

回答数
14 社

回答社
一条工務店、大野建設、
サンヨーホームズ、
スウェーデンハウス、
住友林業、積水化学工業、
積水ハウス、大東建託、
大和ハウス工業、
トヨタホーム、
パナソニックホームズ、
ミサワホーム、
三井ホーム

（敬称略、五十音順）

集計結果
景況感（前年度同期比）の単
純集計を基に景況感判断指数
を算出

※平均値は各セグメントの最大値、最小値各 1 つずつを外して算出。

※数値は回答企業数。白抜きは回答企業数が最多の項目。

◦�令和 5 年度第 3 四半期の受注実績は、戸数▲ 55 ポイントで 10 期連続マイナス、金額は＋ 15 ポイントで 2 期
連続プラス。令和 5 年度第 4 四半期の受注見通しは、戸数▲ 10 ポイントで 3 期連続のマイナス、金額は＋ 25
ポイントで 3 期連続のプラスの見通し。

◦�令和 5 年度第 3 四半期の戸建て注文住宅の受注実績は、戸数▲ 31 ポイント、金額は▲ 17 ポイントで、戸数・
金額ともに 9 期連続のマイナス。令和 5 年度第 4 四半期の受注見通しは、戸数▲ 4 ポイントで 2 期連続のマ
イナス、金額は＋ 17 ポイントでプラスの見通し。

ＪＡＳ標語

建築に品質たしかな ＪＡＳマーク

木の佳さを生かす良い品 ＪＡＳ製品

家づくり品質たしかな ＪＡＳ製品

  2024 年　3 月 日 合 商 時 報2

東京の合板卸売り価格

950
1,260
1,550
2,080
2,630
1,800
4,000
4,750
2,950
2,100
2,100

2 月 7 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

950
1,260
1,550
2,080
2,630
1,800
4,000
4,750
2,950
2,100
2,100

2 月 14 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

950
1,260
1,550
2,080
2,630
1,770
3,950
4,700
2,900
2,100
2,100

2 月 21 日

0
0
0
0
0
-30
-50
-50
-50
0
0

前週比

950
1,260
1,550
2,080
2,630
1,770
3,950
4,700
2,900
2,100
2,100

2 月 28 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

950
1,260
1,550
2,080
2,630
1,750
3,900
4,650
2,850
2,100
2,100

3 月 6 日

0
0
0
0
0
-20
-50
-50
-50
0
0

前週比
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概　要
　2023 年 12 月の新設住宅着工戸数は 64,586 戸（前年同月比 4.0％減）で 7 カ月
連続の減少となった。その内、木造住宅は 35,730 戸（前年同月比 4.4％減）で 21
カ月連続の減少となった。季節調整済年率換算値は 81.4 万戸で前月比 3.1％増、先
月の減少から再びの増加となる。
　利用関係別では、持家が 17,031 戸（前年同月比 13.8％減）で 25 カ月連続の減
少、貸家は 25,869 戸（同比 3.6％減）で 5 カ月連続の減少、分譲住宅は 21,320 戸

（同比 5.5％増）で 7 カ月ぶりの増加となった。分譲の内訳は、マンションが 9,722
戸（同比 19.8％増）先月の減少から再びの増加、戸建ては 11,470 戸（同比 4.2％減）
と 14 カ月連続の減少となった。
　分譲住宅は増加したが、持家及び貸家が減少したため、全体で前年同月比 4.0％
の減少となった。

国内 ･ 外合板の供給量
　12 月の国内合板生産量 22.1 万㎥（前月比 94.7％、前年同月比 104.8％）と発表
された。その内、針葉樹合板の生産量は 21.7 万㎥（同比 94.6％、105.1％）となり、
出荷量は 21.6 万㎥（同比 94.0％、105.5％）で在庫量は 16.4 万㎥となった。
　輸入合板の 12 月度入荷量は 18.4 万㎥（前月比 91.8％、前年同月比 95.4％）と
なった。国別入荷量は、マレーシアが 4.4 万㎥、インドネシアが 6.1 万㎥、中国が 4.9

万㎥となっている。
　2023 年入荷量累計では、マレーシアが前年比 70.4％、インドネシアが 71.2％と
全体的には入荷が少ない状況を継続している。
　2023 年の国内・外合板の供給量は 451.3 万㎥（前年比 80.6％）の減となった。
内外産比率は、国内が 56.0％と前年比から 2.7 ポイント増加した結果となった。

今後の見通し
　国内針葉樹合板は、徐々に出荷量は戻りつつある一方、生産調整もされているた
め、在庫の増加には一定の歯止めが掛かっている。価格は現実として安値が聞こえ
て来ており、弱基調は払拭されない。川下からの揺さぶりもあり流通での安値販売
が散見される。市況の安定には東西の需給バランスが必須であるため、再構築を図っ
ていただきたい。価格の乱高下は顧客に迷惑をかけ、不安を生むだけである。
　輸入合板は、産地価格が底値感になりつつあるが、為替が再び円安方向で積極的
な購入が難しい状況である。一方産地では本格的な雨季入りにともない原木に不足
感が出ており、一部では原木価格も上昇している。そのため原木在庫が少なかった
工場から合板オファー価格も値上がりしており、価格は底打ちから反転の傾向にあ
る。港頭在庫もけっして多くはないが、年明けからの荷動きが停滞しているため供
給以上に需要が薄く、盛り上がりが想定しづらい厳しい状況が続いている。産地価
格も底打ちの様相を呈していることを考えて行動することをお勧めしたい。
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日合商ホームページトピックスより抜粋 日合商 HP
トピックス

日合商 支部・地区支部で新年会が開催 2 月に開催された日合商支部 研修会

2 月 8 日（木）
四国支部　役員会・講演会・新年会
ホテルマイステイズ松山にて

2 月 15 日（木）
神奈川支部　新年会
崎陽軒本店にて

54 名が参加して役員会・講演会・新年会を開催。講演会は、徳島県出身で現在
は三菱電機防衛・宇宙システム事業本部顧問として、また書籍執筆でもご活躍の
元陸上幕僚長 岩田清文氏を講師にお迎えして『台湾・日本有事に備え、戦争を
抑止する』を演題にご講演いただきました。
新年会は村上髙志支部長の挨拶に始まり、日合商本部より足立建一郎理事長が来
賓として祝賀の挨拶を述べました。つづいて賛助会員 SMB 建材㈱ 取締役常務執
行役員 西日本ブロック長兼関西支社長 山口善基氏による乾杯の発声で祝宴がス
タート、大建工業㈱ 執行職 西部住建営業統轄部長 陰山 恵氏の中締めをはさんで
和やかに賀詞交歓が行われました。

50 名が参加して新年会を開催。伊藤元二支部長の開会
挨拶に始まり、日合商本部より来賓として足立建一郎
理事長が祝賀の挨拶・乾杯の発声を行って祝宴がスター
ト。パナソニックハウジングエコソリューションズ㈱ 
営業本部 首都圏支社 神奈川営業部部長 杦中祥晃氏の
中締めをはさんで和やかに賀詞交歓が行われました。

【グリーン購入法】に基づき
事業者新認定・期限更新した 8 社

2 0 2 4 年
2 月25日

現  在

東北	 － 0029 ⑤	 ㈱下久保建材店	 代表取締役	 下久保 和成

東北	 － 0030 ⑤	 ㈱中村木材店	 代表取締役	 中村 誠

東北	 － 0100	 ㈲豊田商会	 代表取締役	 豊田 幸司

東関東	 － 0017 ⑤	 ㈱本田	 代表取締役	 本田 仁子

東京・静岡	 － 0236 ②	 ㈱シズケン	 代表取締役	 杉山 和也

東京	 － 0120 ⑤	 ㈱秋山商店	 代表取締役	 秋山 悟

関西	 － 0071 ④	 島田㈱	 代表取締役	 島田 博史

中国	 － 0103	 ㈱ヤマザキ技販	 代表取締役	 菅波 修

2024.02.27 　官公庁からのお知らせ
2024 年 3 月「価格交渉促進月間」の実施について
発注企業・受注企業双方に対して、積極的に価格交渉を行う、「労務費の指針」を積極的に活用する、受注企
業に対して、4 月以降に実施する、価格交渉・転嫁に関するフォローアップ調査に積極的・正確にご回答をお
願いします。

2024.02.15 　官公庁からのお知らせ
 林野庁 「モクレポ ～ 林産物に関するマンスリーレポート」
今月号では、令和 6 年能登半島地震に係る林野関係の被害・対応状況の第 2 報や、2023 年の木材輸出入実績
について特集しています。

2024.02.13 　お知らせ
「国産木材活用住宅ラベルホームページ」公開のご案内

国産木材活用住宅ラベル協議会（ハウスメーカー関連団体、工務店関連団体等）では、カーボンニュートラル
の実現、スギの伐採促進による花粉症問題の解決に寄与するため、国産木材を多く活用する住宅を表示する「国
産木材活用住宅ラベル」の取組を紹介するホームページ［https://kokusanmokuzai.jp］を開設しました。

2024.02.07 　官公庁からのお知らせ
マイナンバーカードへの旧氏併記の制度に係る周知・広報について
マイナンバーカードに旧姓併記されることで、旧姓を各種証明に使用できます。旧姓使用者が不便さや不利益
を感じることのないよう、旧姓を併記したマイナンバーカードの積極的な活用推進にご協力をお願いします。

足立建一郎理事長が
来賓挨拶と乾杯の発声

支部長挨拶に立つ
伊藤元二 支部長

支部長挨拶に立つ
村上髙志 支部長

足立建一郎理事長が
来賓挨拶

講演会講師は
岩田清文氏

2 月 7 日（水）
関西支部 研修会  「令和 6 年度 国の住宅政策について」
TKP 心斎橋駅前カンファレンスセンターにて　参加 142 名
国土交通省 住宅局 住宅生産課 課長 
山下英和氏を講師に迎えて、新年度
の住宅政策について解説いただき、
講演終了後には 15 分間の質疑応答
の機会を設けて国の施策への理解を
深めました。

講師は国土交通省 住宅局住宅生産課 課長 山下英和氏

2 月 14 日（水）
中部日本支部 研修会   「アフターコロナの日本の企業戦略」
名古屋国際会議場にて　参加 45 名

ソニー㈱で商品企画、技術企画などに携わり、現在は
コメンテーターとして、またハーバード大学客員研究
員や国内外の企業の顧問も務める長内厚氏を講師に迎
えてご講演いただきました。コロナ禍を生き延びた日
本企業は、今後どのような企業戦略で進むべきか。ま
すます激しくなる変化のなかで生き続けるための考え
方などを解説いただきました。

講師は早稲田大学大学院 教授 長内 厚氏


